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１　

（１）環境アドバイザー制度＊1【環境政策課】

「環境にやさしい人づくり」を推進するため、

平成6年6月から、環境アドバイザー制度を導入し

ています。

この制度は、環境問題に関する学習会等へ環境

アドバイザーとして講師を派遣するもので、56人

の環境に関する専門家を登録しています。

この制度により、県民の環境問題への関心や環

境保全に対する取組みの意識が高まってきていま

す。

（２）学校における環境教育

【高校教育課・義務教育課】

①環境・エネルギー教育

平成18年度は、県内の小学校65校、中学校46校

を対象に、地域の特色に応じた実践を通して、児

童・生徒の理解を深め、自ら考え、判断し、より

よく環境・エネルギー問題を解決する力を育成す

ることをねらいとした「環境・エネルギー教育支

援事業」に取り組んでいます。

今後、実施報告書を作成し、各校の取組みを県

内全体に広め、環境・エネルギー教育の一層の普

及に努めていきます。

高等学校では、平成17年度、全県立高等学校30

校を対象に、学校の特色に応じた環境・エネル

ギー教育の取組みを支援する「環境・エネルギー

教育支援事業」を実施しました。

平成18年度においても実施校を中心に、引き続

き環境・エネルギー教育に取り組んでいます。

②環境教育実践モデル事業

平成15年度から平成16年度の2年間にわたり、家

庭、地域、学校が一体となった環境教育のモデル

地域として、若狭町（旧三方町）の全小学校が環

境教育実践モデル事業に取り組みました。

（３）こどもエコクラブの応援【環境政策課】

「こどもエコクラブ」とは、環境省が、子ども

たちの主体的な環境学習や実践活動を支援してい

る環境活動のクラブです。

2人以上の幼児から高校生

までの子どもと、活動を支

える1人以上の大人（サ

ポーター）でクラブを登録

することができ、学校のク

ラスと担任の先生とか、家

族単位や町内の子ども会な

＜環境教育実践モデル事業内容＞

・学校関係者、環境グループ、婦人会、ＰＴＡ代表等

で構成された環境教育推進協議会を年２回実施し、

全体研修会の企画・実施、報告書の作成等について

協議しました。

・若狭町（旧三方町）内の全小学校が、各教科や総合

的な学習の時間における環境学習に積極的に取り組

むとともに、その効果的な指導方法や教材の開発等

各校の特色を生かした研究に取り組みました。

第5章　環境意識の醸成

第１節　環境教育・環境学習の推進

１　体系的な環境教育・環境学習の推進

表3-5-1 環境アドバイザー利用実績

派遣（紹介）件数

受講者数（人）

一 般 県 民

企　　　業

団　体　等

教員・生徒

受
講
者
数
内
訳

19件

816

201

283

234

98

12件

727

86

213

163

265

17年度 18年度

（注）平成18年度は平成18年11月末まで

表3-5-2 環境・エネルギー教育支援事業取組状況
（延べ数）

環境・エネルギー
教育に関連する施
設等の見学

講師による講演や
意見交換会での指
導および助言

エネルギー教育に
関する資材・機材
の活用方法の研究

11校

1校

41校

44校

15校

48校

18年度

3校

3校

30校

17年度
中学校高等学校 小学校

＊１環境アドバイザー制度：環境保全についての有識者や環境保全活動の実践者を「環境アドバイザー」に委嘱し、公民館、各種
団体や学校等が主催する環境問題に関する学習会、講演会に講師として派遣、紹介する制度です。
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ど、気軽にクラブを作ることができます。平成17

年度は38クラブ、788人の登録がありました。また、

平成18年度は、12月現在で、31クラブ、675人が登

録され、様々な活動を行っています。

指導者がいない場合でも、環境アドバイザー制

度（前述）には、こどもエコクラブの活動に対し

て、現地で子どもたちの指導・解説を行うフィー

ルド活動応援の分野もあり、水生生物や野鳥観察、

リサイクルの指導等、環境に関する専門知識や活

動経験を有する24人が登録されています。

＊１ナチュラリスト・ナチュラリストリーダー：一般には、自然に関心を持って積極的に自然に親しむ人や自然の動植物を観察・
研究する人のことを指しますが、県ではこれらの人を「ナチュラリスト」として登録することにより、本県の優れた自然環境
を県民の方が守り育てていこうとする活動を支援しています。また、ナチュラリストのうち観察会の指導員として活動する人
を「ナチュラリストリーダー」として登録しています。

＊２フォレストサポーター：県が行う所定の研修を受講した者をフォレストサポーターに認定し、県民や児童生徒に対して、森
林・林業に関する知識の普及と森林の案内や野外活動等のボランティア活動の指導者として活動しています。

ジュニアフォレストサポーターの養成研修

表3-5-3 こどもエコクラブ登録状況

12年度

36 45 46 45 60 38 31

（注）各年度末の登録数を計上。但し平成18年度は12月現在の登録数

（４）人材の育成

①ナチュラリスト・ナチュラリストリーダー＊1

【自然保護課】

県では、自然とのふれあいを促進し、自然保護

思想の普及を図ることを目的として、平成2年度か

らナチュラリスト養成事業を推進しています。ナ

チュラリストの平成17年度末の登録者数は7,944人

で、そのうち97人がナチュラリストリーダーに登

録されています。

○ナチュラリストリーダーの養成

平成17年度は、ナチュラリストリーダーやリー

ダーを目指す人を対象に、より専門的な講座を年2

回（延べ4日間）実施しました。

○普及啓発

自然保護の普及啓発誌として「ナチュラリスト」

（45～47号）を編集・発行しました。

②フォレストサポーター＊2【県産材活用課】

県では、県民や児童生徒に対して、森林・林業

に関する知識習得を図るとともに森林の案内や野

外体験学習等におけるボランティア活動の指導者

を確保するため、フォレストサポーターとジュニ

アフォレストサポーターを養成しています。

現在、90人のフォレストサポーターが認定を受

け県内各地で活動を展開中で、平成18年度は16人

が養成研修を受講しています。

一方ジュニアフォレストサポーターは、小学校

高学年から中学生を対象とした養成研修を年2回

（夏・冬）実施しており、現在69人を認定していま

す。また、高校生や大学生を対象とした養成研修

も実施しており、現在26人を認定しています。

今後も子どもたちに対して、魅力ある森林環境

教育を行い多様な森林体験の機会を提供しながら、

将来は福井県の森林・林業を担う後継者、指導者

として活躍してもらうことを期待しています。

エコクラブ
登録数

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度



環
境
意
識
の
醸
成

109

第５章　環境意識の醸成■

（５）ふくい環境力向上プロジェクト推進事業の

実施【環境政策課】

地域主体の継続的な環境保全活動の促進と次世

代を担う子どもたちの環境意識の醸成を目的に、

「ふくい環境力向上プロジェクト推進事業」を実施

しています。

この事業では、地域の環境に関する課題や豊か

な資源をテーマに、環境保全団体と地域の子ども

たちが協働で行う環境保全活動を「地域連携モデ

ル事業」として選定し、支援しています。

平成17年度は、10件の活動がモデル事業として

採択され、7月から翌年の1月まで、生き物・水質

表3-5-4 ふくい環境力向上プロジェクト推進事業における地域連携モデル事業（平成18年度）

日新ボラネット
日新小学校6年生

底喰川の環境美化活動・水質・生き物調査、地域の実態調査、
町づくりへの提言書作成

団　　　体　　　名 事　　　業　　　内　　　容 市　町

調査や自然観察、環境美化活動など多彩な活動を

実施しました。

また、モデル事業実施団体、学校関係者、地域

団体の代表者、県・市町関係者らによる交流会が

開催され、モデル事業の実施にあたっての意見・

助言および情報交換を行いました。

平成18年3月には、全体発表会が開催され、モデ

ル事業の成果発表および実験を通して地球温暖化

の仕組みついて、参加者が楽しく学びました。

平成18年度は、新たに10件のモデル事業が採択

され、活動を実施しています。

活動の実施状況（ビオトープの木道設置）

福井市

大蓮寺川を美しくする会
旭町1丁目子ども育成会

環境美化活動、鯉の移転作業、看板設置等啓蒙活動、他地域
実践事例視察

勝山市

有定町エコネット
有定町子ども会

町内探検、公園の植栽・植樹、ごみ投げ捨て防止看板作成、
巣箱づくり、環境美化活動

鯖江市

中河小学校ＰＴＡ
中河小学校こどもエコクラブ

田んぼのビオトープ活動（米づくり、生き物観察・調査、魚
道づくり）、エコクッキング

鯖江市

西袋自然学校
自然教室

田んぼビオトープづくり（生き物観察、植栽）、田んぼ水族
館だより作成

鯖江市

大虫の自然を愛そう会
大虫小生き物調査隊クラブ

生き物・水質調査、自然観察会、田んぼのビオトープ環境整
備、環境マップ作成

越前市

しらやま振興会自然環境部
白山の生き物調べ隊

アベサンショウウオの生育地保全・再生、ビオトープ整備、
生き物調査

越前市

北日野小学校ＰＴＡ
北日野小学校

環境にやさしい田んぼ活動、サクラマスの飼育・観察、巣
箱・樹木名看板づくり、ビオトープづくり

越前市

粟野小学校ＰＴＡ「粟野の環境を考える会」
粟野小学校5年生

生物・水質調査、メダカの飼育・放流、秋葉山植生調査・植
樹、環境マップ作成

敦賀市

アマモサポーターズ
小浜水産高校ダイビングクラブ

アマモ場調査、生き物調査、地元の聞き取り調査、小浜湾の
環境再生ビジョンづくり

小浜市

全体発表会
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（６）環境教育・学習の場【環境政策課】

県の自然保護センターや試験研究機関では、環

境に関する展示や情報の提供、自然観察会等の学

習機会の提供を行っています。

表3-5-5 県の主な環境教育･学習施設

自然保護センター
（大野市南六呂師）

・県内の自然を紹介する展示
・プラネタリウム、天体観測施設
・自然観察会等の実施

衛生環境研究センター
（福井市原目町）

・環境情報コーナーでの環境関連
図書、ビデオ等の資料の提供

・見学者の受け入れ

総合グリーンセンター
（坂井市丸岡町楽間）

・森や木とふれあえる遊び学べる
展示

・緑の教室の開催
・樹木を知るためのグリーンアド

ベンチャーの実施

施　設　名 概　　　要

２　環境に配慮した事業活動や日常行動の促進

（１）環境月間【環境政策課】

環境基本法に定められた6月5日の「環境の日」

を中心とする6月の1か月間は、「環境月間」とされ

ています。県においても、環境問題について県民

一人ひとりの関心と理解をより一層深め、環境の

保全に関する活動を行う契機とするため、様々な

行事を実施しています。

行　事　名 実施主体（所管） 内　　　　　　容 実施日 実施場所

ノ ー マ イ カ ー
デーの実施

総合交通課
地球環境の保全と公共交通機関の利用促進を

目的に「ノーマイカーデー」を実施し、全県的
に推進を図る。

6／1（木）
16（金）

（毎月1・16日）
県内全域

クールビズの
実施

環境政策課
冷房28℃と軽装（ノーネクタイ、ノー上着）

勤務を実施する。
6／1（木）

9／30（土）
県、市町、
賛同事業所

地 球 温 暖 化 ス
トップ県民運動

「LOVE・アー
ス・ふくい」

環境政策課 地球温暖化ストップ県民運動「ＬＯＶＥ・
アース・ふくい」を開始するにあたり、県民に
アピールするため、開始大会（県民による「わ
が家のエコ宣言」、事業者による「わが社のエコ
宣言」、記念講演等）を開催する。

6／4（日） 福井市内

表3-5-6 平成18年度「環境月間」の主な実施行事　　テーマ：「広げよう　やさしい配慮を　環境に」
【県民参加行事】

海浜自然センター
（若狭町世久見）

・ふれあい水槽、若狭の海などを
紹介する展示

・自然体験講座の開催

内水面総合センター
（福井市中ノ郷町）

・河川や淡水魚に関することなど
の展示

施　設　名 概　　　　　要

クリーンアップ
ふくい大作戦

県・市町
環境ふくい推進協
議会

（社）あすの福井県
を創る協会 等

環境月間中の第1日曜から第２日曜を統一行動
期間として、各市町が設定する拠点地区や居住
地周辺、工場・事業場周辺等の一般地区におい
て清掃、草刈、植栽、花だんづくりなどを行う
など、県民、各種団体、行政が一体となって美
化活動を実施する。

統一行動期間
6／4（日）
～6／/11（日）

（季節ごとに
年4回実施）

県内全域

県・市町
清掃活動実施団体等

広く関係者が協力して、ごみの持ち帰りの呼
びかけを行うとともに、一斉清掃を実施する。

環境月間中 県内の自然公園

県・県漁連
漁港傘下の組合員、行政等が一体となって海

面および海岸の一斉清掃を実施し、漁業環境の
保全と地域の美化に貢献する。

6／4（日）
県内全漁港、漁
港区域の海岸

温室効果ガス排出量の削減を図るため、家庭
で「わが家のエコ宣言」や事業所で「わが社の
エコ宣言」を行うことにより、全県的に省エネ
活動の輪を広げる。

6／4（日）
～Ｈ19

3／31（土）
県内全域
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【監視・指導強化】

行　事　名 実施主体（所管） 内　　　　　　容 実施日 実施場所

環境衛生
パトロール

各健康福祉センター
関係各課

工場・事業場、自然公園、廃棄物処理施設、
畜産施設、道路、河川、海岸等のパトロールを
実施する。

環境月間中 県内全域

環境衛生

パトロール
各健康福祉センター

廃棄物処理施設、浄化槽等を対象としたパト
ロールの実施および廃棄物適正処理の監視指導
を実施する。

環境月間中 県内全域

海岸
パトロール

砂防海岸課
関係土木事務所

環境月間中に重点期間を設定し、海岸パト
ロールを実施する。

6／5（月）
～6／9（金）

県内全域

スカイ
パトロール

廃棄物対策課
各健康福祉センター
県警生活環境課

県警ヘリ「くずりゅう」による不法投棄等
発見のための監視パトロールを実施する。

6／8（木）
荒天の際は
6／9（金）

県内全域

環境事犯の
取締り

県警生活環境課
各警察署

廃棄物の不法投棄事犯等環境事犯の取締りを
実施する。

環境月間中 県内全域

【その他の関連行事】

行　事　名 実施主体（所管） 内　　　　　　容 実施日 実施場所

春の自然体験塾
福井市少年自然の家
内水面総合センター

せせらぎの虫取り、九頭竜川での川遊びを実
施し、親子で自然環境への理解を深める。

5／28（日）
内水面総合セン
ター、九頭竜川

ふくい環境力向
上プロジェクト
推進モデル事業

環境政策課
地域の課題や資源をテーマにした環境保全活

動について、環境保全団体等と地域の子どもた
ちが協働で行う活動を支援する。

募集期間
4／17（月）
～5／22（月）
活動期間
7月～1月

県内全域

【普及啓発事業】

行　事　名 実施主体（所管） 内　　　　　　容 実施日 実施場所

広報活動
広報課
環境政策課

新聞、テレビ、各種広報紙、ポスター、チラ
シ、懸垂幕等で月間の趣旨や、環境美化に対す
るＰＲを実施する。

環境月間中 県内全域

環境意識啓発
パネル展

環境政策課
環境問題に関するパネル等を展示し、意識の

高揚、啓発を行う。
環境月間中

福井健康福祉
センター

行　事　名 実施主体（所管） 内　　　　　　容 実施日 実施場所

天体観望会 自然保護センター
天体を観望したり、季節の星座の学習を通し

て、自然環境についての理解を深める。
環境月間中の
土曜日

自然保護
センター

自然観察会
自然保護センター・
海浜自然センター

県内各地の自然について観察会を実施し、自
然環境について理解を深める。

環境月間中 県内各地

衛生環境研究セ
ンターの施設公
開

衛生環境研究
センター

衛生環境研究センターの施設の一部を公開し、
環境の状況やセンターの業務の説明等を実施す
る。

環境月間中
（土日を除く）

衛生環境研究
センター
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（２）環境美化運動の促進

①クリーンアップふくい大作戦【環境政策課】

地域の環境保全に関する県民意識の啓発を図る

ことを目的として、平成4年度から、県内一斉に住

民が主体となって美化活動を行う「クリーンアッ

プふくい大作戦」を実施しています。

平成17年度からは、県内全域にまたがる環境美

化活動の強化週間を季節ごとに年4回設け、市町は

自治会などと一体となって地域ぐるみの美化活動

を実施しています。

②自然公園の美化【自然保護課】

自然公園美化思想の一層の普及を図るため、環

境省では8月の第1日曜日を「自然公園クリーン

デー」として位置付け、全国の自然公園を対象と

した大規模な美化清掃活動を実施しています。

実施にあたっては、関係市町、その他の団体と

の連携のもと、地域の一斉清掃などを行っていま

す。平成18年度は、8月6日（日）を中心とする時

期に実施し、県内5地区、約940人が参加しました。

③河川環境美化、河川愛護月間【河川課】

河川環境美化については、地域住民と一体と

なって、良好な河川環境の創出に努めています。

また、毎年7月の河川愛護月間には、河川愛護の

パネル展、街頭における広報活動および親水イベ

ント等、多様な活動を実施し、河川愛護に関する

意識の啓発を行っています。

（３）環境情報の提供【環境政策課】

県民や事業者の環境への関心を高め、環境への

負荷の低減に向けた取組みを促進していくために

は、環境に関する幅広い情報をわかりやすく、迅

速に提供することが重要です。県では、インター

ネットや情報紙など様々な媒体を通じて、環境情

報を提供しています。

①「みどりネット」の整備、運用

県では、情報化時代に対応して、平成4年6月、

パソコン通信による環境情報ネットワークシステ

ム「みどりネット」を整備し、平成8年1月にはイ

ンターネットのホームページへと拡充しました。

さらに、環境情報のより一層の活用を図るため、

各部局に分散している各種の環境情報をデータ

ベース化し、行政内部での活用にとどまらず、広

く県民に提供する「環境情報総合処理システム」

を平成12年3月に整備しました。

このシステムは、大気や水質等の環境状況をは

じめ、自然環境、土地利用状況、文化財等の環境

情報をデータベース化し、地図や表等によりビ

ジュアルに表示するもので、インターネットの

ホームページ「みどりネット」から利用できます。

また、一部の情報は、テレホンガイドシステム

により電話やファクシミリからも利用できます

（電話番号　0776-52-7122）。

みどりネットのアクセス件数（ページビュー）

は、次のとおりです。

15年度

3,363,499アクセス件数

16年度

4,355,726

17年度

5,524,446

＜平成18年度実施状況＞
○統一行動期間

平成18年6月 4日～11日　環境月間
9月 3日～10日　ボランティア月間

12月 3日～10日　不法投棄防止月間
平成19年3月18日～25日　雪どけ後（予定）

○キャッチフレーズ
「生かそう　小さな汗　私たちの環境に」

○実施内容
・市町が設定した拠点地区等における美化活動
・民間団体や企業での、それぞれの団体活動を

活かした特色ある美化活動

○参加人数　　約121,000人（6、9、12月）

○県の取組み
・自然公園環境美化事業
・河川の清掃、草刈り等、活動団体への支援
・海の浮遊ごみを回収する海面環境保全事業

（ＵＲＬ　http://www.erc.pref.fukui.jp/）



113

第５章　環境意識の醸成■

環
境
意
識
の
醸
成

図3-5-7 環境情報総合処理システムの概要
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②刊行物

【環境政策課、廃棄物対策課、自然保護課】

水、大気、自然、廃棄物等の様々な環境と課題、

県の取組み等について、県民への情報提供を目的

に情報紙やパンフレット等の刊行物の作成･配布を

行っています。

表3-5-8 平成17年度環境関連刊行物

刊　行　物　の　名　称 発行状況 頁　数 発行部数 備　　　考

みんなのかんきょう
年4回
43～46号

8 3,200×4 環境ふくい推進協議会　情報紙

平成16年版　環境白書 年1回 133 800

〃　　　 （資料編） 年1回 125 150

グリーン購入ふくいネット
ニュースレター

年1回
9号

8 1,000 グリーン購入ふくいネット情報紙

平成16年度 公共用水域および地下水の水質の測
定結果報告書

年1回 114 200

平成18年度 公共用水域および地下水の水質の測
定に関する計画

年1回 50 200

低公害車普及啓発パンフレット
～ecoカーライフ始めませんか！？～

8 7,000

平成18年改訂版
福井県地球温暖化対策地域推進計画

57 500

平成18年改訂版
福井県地球温暖化対策地域推進計画のあらまし

6 10,000

福井県廃棄物処理計画 55 300

福井県廃棄物処理計画（概要版） 8 5,000

平成17年度
福井県鳥獣保護区等位置図

年刊 図1枚 2,600

ナチュラリスト
年3回
45～47号

12～14 2,100×3 自然保護普及啓発誌

平成16年度年報（福井県自然保護センター） 年刊 24 500 福井県自然保護センターの事業概要

海遊（活動の記録） 年刊 28 250 福井県海浜自然センターの事業概要

自然保護センター行事案内 年刊 2 13,000

平成17年度ガンカモ科鳥類生息調査報告書 年刊 36 100

福井県自然保護センターリーフレット 1枚 8,000

守り伝えたい福井の里地里山 50 500
県内の里地里山（30か所）の生物調
査の結果等

ナチュラリスト手帳 50 2,000 ナチュラリスト、自然環境について

平成18年度カレンダー
～　星空日本一　六呂師の空　～

年刊 1枚 2,000
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（４）公害苦情【環境政策課】

平成17年度に、県、市町村および県警察本部が

受け付けた公害に関する苦情件数は、634件であり、

前年度に比べ58件減少しています。

典型７公害に関する苦情は477件であり、公害の

種類別にみると、大気汚染が最も多く、以下、水

質汚濁、悪臭、騒音、振動と続いています。

典型７公害以外の苦情は157件であり、廃棄物の

不法投棄に関する苦情が109件と最も多くなってい

ます。

また、苦情件数を発生源別にみると、会社・事

業所に対する苦情が343件であり、家庭生活の苦情

など個人に対する苦情は115件でした。

（５）公害紛争処理【環境政策課】

通常の公害苦情の処理では解決できない公害に

関する紛争を迅速かつ適正に解決するため、裁判

所による司法的解決とは別に、「公害紛争処理法」

に基づいて県に公害審査会が設置されています。

福井県公害審査会は、医師、弁護士等の学識経

験者12人で構成され、あっせん、調停、仲裁の手

続を行います。

平成17年度において、あっせん、調停、仲裁の

申請はありませんでした。

（６）公害事犯の取締り【環境政策課】

警察および海上保安庁では、県民の健康保護と

生活環境保全のため、環境関係法令に基づき取締

りを実施しています。

平成17年中に検挙した公害事犯の件数は、20件

であり、いずれも廃棄物の処理及び清掃に関する

法律に違反したものでした。
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300

200

100

0

件数

13 14 15 16 17年度

大気汚染

騒音

悪臭

水質汚濁

振動

典型7公害以外

土壌汚染

地盤沈下

図3-5-9 公害の種類別苦情件数の推移


